
「山梨県地域福祉支援計画」（素案）

№ 項目 意見の内容（概要） 意見数 県としての考え方

1 数値目標

・現況値は、計画期間（令和５～

８年度）の前年度である令和４年

度以前のデータを使用すべき。

・また、「ー」としている箇所

は、何れかの数値を入れるべき。

1

【修正加筆等意見反映】

・現況値の表記を「現況値（2022（令和4）年度）」に修正する

とともに、この修正に伴い各現況値の表記を修正します。

・次の２つの指標の現況値は、令和４年度のデータがないため、

直近の令和５年度のデータとします。

　「共生社会に対する県民の認知度」

　「包括的支援体制（重層的支援体制含む。）が整備された

　　市町村数」

・また、以下の３つの指標について、現況値を記載します。

　「人権啓発講演会の参加者数」179人（単年度）

　「依存症サポーター数」0人

　「包括的支援体制（重層的支援体制含む。）が整備された

　　市町村数」1市町村（2023（令和5）年度）

2 数値目標

・目標値のうち「介護職員数」は

「算定中」ではなく、推定値の数

値を記載すべき。

1

【修正加筆等意見反映】

関連する計画と整合を図るため、本指標を掲げる計画の策定状況

を勘案し、目標値を記載して参ります。

数値目標及び推進体制

県民意見提出制度による提出意見とそれに対する県の考え方


